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二次加硫促進剤としてのノクセラーTT,ノクセラーTSの効果

(I) ノクセラー Dとの併用

チウラム系促進剤として弊社では無イオウ加硫剤を兼

用したノクセラー TT, ノクセラー TET, ノクセラー

TRA, そして通常の促進剤ノクセラーTSを市販してお

ります．これらはいづれも超促進剤として分類されてい

るように促進力が柩めて大きいので加硫剤として用いら

れたりイオウ加硫の一次促進剤あるいは二次促進剤とし

てグアニジン系，チアゾール系促進剤のアクチベーター

として使用されます．イオウ加硫においてグアニジン

系，チアゾール系促進剤に二次促進剤としてチウラム系

促進剤を併用した場合には，加硫が促進されることはい

うまでもありませんが，加硫物の耐熱性と圧縮永久ヒズ

ミ性も著しく改良します．

そこで今回はイオウ加硫に於けるグアニジン系促進剤

ノクセラーD (一次促進剤）にチウラム系促進剤ノクセ

ラーTT, ノクセラーTS(二次促進剤）を併用した場合

の効果について，ムーニースコーチ試験，加硫試験，熱

老化試験，圧縮永久ヒズミ試験を御紹介すると共に，こ

れらの結果を簡単にまとめてみました．

ノクセラーDは単独で使用した場合加硫速度が非常に

遅いので通常チアゾール系，チウラム系，ジチオ酸塩系

の促進剤と併用して使用されます、その中でもチウラム

系促進剤ノクセラーTT, ノクセラーTSを併用した場合

は加硫速度が著しく促進されます．ノクセラーTTとノ 2. 実験結果：

用することにより伸ぴ，引張強さが低下し引張応力と硬

さは上昇しチウラム系促進剤の特徴を示しております．

耐熱性はノクセラー TT, ノクセラー TSを併用した

場合老化による変化率が少なく特にノクセラー TT, ノ

クセラー TSの耐合量を増した場合に顕著であります．

圧縮永久ヒズミ性はノクセラー TT, ノクセラー TS

を併用することにより著しく改良され，特にノクセラー

TT, ノクセラーTSの配合批を増した場合その傾向が大

きいノクセラーTTとノクセラーTSを比較した場合，

ノクセラー TSの方がすぐれた圧縮永久ヒズミ性を示し

ております．

1. 配 ムロ

SBR (1712) 100 試料

ステアリン酸 1 No. IノクセラーD 1.0 

亜鉛華 5 No. 2ノクセラーD 1.0 

HAFブラック 40 ノクセラーTT 0. 25 

イオウ 2 No. 3ノクセラーD 1.0 

ノクセラーTT 0.5 

No. 4ノクセラーD 1.0 

ノクセラーTS o. 25 
No. 5ノクセラーD 1.0 

ノクセラーTS 0,5 

クセラー TSともに適正加硫時間には差がみられません 2-1 ムーニースコーチ試験

が，スコーチの立上りはノクセラーTTの方が早くこの 実験条件： JIS 6300-1963に準拠 ML-I@ 125℃ 

点ノクセラー TSの方が安全であります．

加硫物の物性はノクセラー TT, ノクセラー TSを併
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2-2 加硫試験

実験条件：プレス加硫@150℃，引張試験； JIS K 6301-1962に準拠，引張試験機：テンシロン

引張速度： 500 mm/min, 試験片： JISダンベル状3号形

N烹 料愚眉恥 To M,o。 M200 
（配合量） （ ）〔％〕 [kg/cm門[kg/cmり[kg/cm門

30 1,000 152 8 20 

D 40 950 183 9 28 

J. 50 890 200 10 34 

(I. 0) 60 800 213 II H 
80 730 218 12 45 
90 710 215_ 12 44 

10 490 191 18 100 
D-TT 20 480 197 17 113 

2. 30 440 189 17 114 

(I. 0-0. 25) 40 440 190 18 114 
50 450 191 . 17 111 
60 450 193 18 111 

Hs 

505352525353-606161626161 

試 料加硫
No. 時間恥叩 M10。 M300 Hs 
（配合量） （分）（％〕 [kg/cm門[kg/cm2][kg/cm2] 

10 470 186 17 103 60 

D-TS 20 450 189 18 114 61 

4. 
30 440 186 22 119 62 

(l. 0-0, 25) 40 440 189 18 121 61 
50 440 189 19 117 61 
60 410 177 20 117 60 

IO ,130 195 22 124 62 

JJ-TS 20 400 184 21 133 63 

5. 
30 400 183 25 134 64 

(I、0-0會5)40 380 181 25 139 64・ 
50 100 183 21 144 o4 
60 380 186 23 141 64 
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2-3 熱老化試験

実験条件： JIS K 6301-1962に準拠，試験機：試験管加熱老化試験機，老化温度： 100℃，試験片）Jll硫条件
：試料I150℃ X80分，試料2.3. 4. 5 150'C X 20分，引張試験：加硫試験の項参照

2-4- 圧縮永久ヒズミ試験

実験条件： JIS KG301ー1962に準拠，圧縮の割合： 25%, 熱処理条件： 1oo・c x22時間，試験片加硫条件：

試料I150℃ X85分，試料2.3,4,5150℃ X25分

熱老 化

No, 試料（配合量） 老化時間 En 
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